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分離源の異なる乳酸菌の胆汁耐性の多様性 

 

研究成果のポイント 

・乳酸菌 Lactococcus lactis subsp. lactisの胆汁酸耐性は、乳酸菌株の分離源によって異なっ

た。 

・海洋性乳酸菌 L. lactis subsp. lactisは、淡水魚由来およびチーズスターター由来株と比較し

て胆汁酸耐性および胆汁耐性が高かった。 

 

研究成果の概要 

 海産魚類の腸管より分離された乳酸菌 Lactococcus lactis subsp. lactisは、海産魚養殖に用

いるプロバイオティクスの候補です。プロバイオティクスとして乳酸菌を利用するために

は、宿主の胆汁に対する耐性を有することなどが要求されます。そこで本研究では、以下に

示す分離源の異なる乳酸菌 L. lactis 株の胆汁耐性を調べました。試験には、海産魚由来

（MFL）、淡水魚由来（FFL）およびチーズスターター由来の L. lactis subsp. lactis（CSL）の

計 3株とチーズスターター由来の L. lactis subsp. cremoris（CSC）1株を用いました。まず、

胆汁構成成分のコール酸およびデオキシコール酸に対する耐性について調べた結果、MFL, 

CSL > CSC > FFLの順で耐性が高いことが明らかとなりました。同様にタウロコール酸につ

いては、MFL > CSL > CSC > FFLの順で耐性が高いことが明らかとなりました。次に、ウシ

の胆汁に対する耐性を調べたところ、MFL > CSL > CSC, FFLの順で耐性が高いことが明ら

かとなりました。最後に、トラフグおよびキンギョの胆汁に対する耐性を調べた結果、MFL

以外の株はいずれもこれら胆汁がない時と比較して有意に生残率が低下したことが明らか

となりました。これらの結果は、いずれの場合も海産魚由来株MFLの耐性が高いことを示

していました。 

  



研究成果の詳細 

（背景） 

 魚介類の養殖場で発生する日和見感染症に対応するため、プロバイオティクスの導入が

検討されています。プロバイオティクスの候補には、チーズやヨーグルトなどの発酵乳製品

のほか、キムチやピクルス、漬物などの製造に利用されている乳酸菌が挙げられています。

これまで、海洋環境からは乳酸菌の分離例がほとんどありませんでしたが、近年、我々の研

究室では海産魚の腸管から乳酸菌 Lactococcus lactis subsp. lactisの分離に成功しました。こ

の乳酸菌 L. lactis subsp. lactis は、海産魚養殖に用いるプロバイオティクスの候補として有

力であると考えています。プロバイオティクスとして乳酸菌を利用するためには、宿主の胆

汁に対する耐性を有することなどが要求されます。そこで本研究では、以下に示す分離源の

異なる乳酸菌 L. lactis 株の胆汁耐性を調べました。 

 

（研究手法） 

 試験には、海産魚由来（MFL）、淡水魚由来（FFL）およびチーズスターター由来の L. lactis 

subsp. lactis（CSL）の計 3株とチーズスターター由来の L. lactis subsp. cremoris（CSC）1株

を用いました。これら乳酸菌株を種々の濃度のコール酸、デオキシコール酸およびタウロコ

ール酸をふくむ液体培地に接種して培養後、吸光値を測定して胆汁酸耐性を調べました。続

いて、これら乳酸菌株を種々の濃度のウシの胆汁を含む寒天培地に接種し、生残率を調べま

した。さらに、クサフグおよびキンギョの胆汁を含む緩衝液に乳酸菌株を接種して一定時間

保温後、寒天培地に接種し、生残率を調べました。 

 

（研究成果） 

 胆汁構成成分のコール酸およびデオキシコール酸に対する耐性について調べた結果、

MFL, CSL > CSC > FFLの順で耐性が高いことが明らかとなりました。同様にタウロコール

酸については、MFL > CSL > CSC > FFLの順で耐性が高いことが明らかとなりました。次

に、ウシの胆汁に対する耐性を調べたところ、MFL > CSL > CSC, FFLの順で耐性が高いこ

とが明らかとなりました。最後に、トラフグおよびキンギョの胆汁に対する耐性を調べた結

果、MFL 以外の株はいずれもこれら胆汁がない時と比較して有意に生残率が低下したこと

が明らかとなりました。これらの結果は、いずれの場合も海産魚由来株 MFLの耐性が高い

ことを示していました。 

 

（今後の展望） 

 海水魚から分離された乳酸菌を産業利用するため、プロバイオティクスとしての利用の

可能性を追求する予定です。 
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